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こ
れ
か
ら
多
く
な
る

昭和40年 12月 1

新
聞
に
は
円以
近
、
毎
日
毎
日
欠
か
さ

一
ず
峨
っ
て
い
る
の
は
、
交
通
事
故
の
ニ

一
ュ
l

ス
で
し
ょ
う
。
読
む
た
び
に

マ
タ

一
か
と
思
い
、
も
っ
と
明
る
い
決
し
い
ニ

一
ュ
1
ス
が
な
い
も
の
か
と
思
う
こ
と
も

一
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
ん

一
な
事
故
を
な
く
す
た
め
に
、
も
っ
と
真

一
剣
に
考
え
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

一
か。

一

市
内
で
、
す
で
に
こ
と
し
に
な
っ
て

一
か
ら
十
三
人
の
死
者
を
は
じ
め
、
事
故

一
は
次
第
に
ふ
え
て
き
て
い
ま
す
。

一

日
月
同
日
現
在
で
、
昨
年
の
同
期
と

一
く
ら
べ
て
み
ま
す
と
、

友
去
の
よ
う
に

一
な
り
ま
す
が
、
死
者
に
お
い
て
は
、
県

一
下
讐
祭
署
管
内
別
で
準
顕
を
い
く
と
い

一
う
不
幸
な
結
果
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

一
ま
た
、
け
が
人
に
お
い
て
は
、
重
傷
二

一
十
五
名
、
軽
傷
百
名
を
数
え
、
何
か
月

一
間
も
入
院
生
活
を
お
く
つ
て
い
る
人
が

一
幾
人
も
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
交
通

一
事
故
に
よ
る
物
質
の
損
害
額
だ
け
で
も

一
五
百
万
円
を
超
え
て
い
る
現
状
で
す
。
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交

通

六

悪

が

事

故

の

原

因

こ
れ
ら
の
交
通
引
般
の
原
因
と
い
う

の
は
、
今
ま
で
交
通
三
惑
と
い
っ
て

「

飲
酒
、
無
免
許
、
速
度
」
の
違

.μに
よ

る
も
の
が
主
で
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
、
さ
ら
に
乙
れ
に
加
え
て
、

「
横

断
捗
道
な
ど
に
お
け
る
沙
行
者
保
波
義

務
巡
反
、
交
先
点
の
諸
義
務
山
崎
い
は
、
仰
…
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会と

事

通

、お

に

注

互

却
な
追
い
越
し
(
避
議
義
務
巡
一比
も
合

む
)
と
三
つ
を
加
え
て
、
交
通
六
恐
が

事
故
原
悶
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
守
ろ
う

な
お
、
こ
れ
か
ら
年
末
や
降
.宍
期
を

む
か
え
て
、
ま
す
ま
す
交
通
事
故
が
多

く
な
り
ま
ず
か
ら
、
次
の
こ
と
を
お
互

い
に
ま
も
り
、
交
通
事
故
を
起
こ
し
た

り
、
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

〈
自
動
車
や
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
人
〉

.
飲
酒
運
転
を
絶
対
し
な
い
。

・
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
や

t
J
¥

除
行
場
所
で
の
除
行
は
確

級
一
総

3
1
 

実
に
ま
も
る
。

議
h
r
d
一川

・
無
免
許
者
に
は
絶
対
ハ
ン

J

ぷい
γ
…幽

ド
戸
を
も
た
せ
な
い
。

.mmM~J畠

・
横
断
歩
道
に
少
行
者
が
あ

山元総統…

る
場
合
の

一
-W
停
止
を
励

総
w

行
す
る
。

♂Jlw川
市

・
無
到
な
追
い
越
し
ゃ
指
定

山…いつ
鳴

場
所
で
の
一
時
停
止
を

-M

…人
J
m
い
ι

行
す
る
。

…
J
J

・
ヘル
'
メ
ッ

卜
を
詰
川
す
る

吉川、別総

・
積
雪
時
に
は
、
タ
イ
ヤ
チ

λ
仁
川
総

ェ
l

ン
を
つ
け
、
ス
リ

ッ

制約一け

プ
事
故
を
防
ぐ
安
全
巡
転

y
J

の
納
行
。

〈
自
転
車
に
乗
る
人
は
〉

・
夜
間
の
無
灯
火
を
や
め
る

0

.
道
路
の
左
端
を

一
列
に
進
む

.
余
さ
し
巡
転
を
し
な
い
。

・
二
人
乗
り
を
し
な
い
。

・
交
差
点
で
は
、
手
の
合
間
を
し
て
、

布
山
り
は
五
抑
制
か
ら
大
廻
り
で
進
み

信
号
機
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、

一信
号

に
よ
る
右
山
り
を
す
る
。

創
作
市
納
税
表
移

三
区
、
本
江
会
郎
通
り
医
、
友
泊
不

一
は
、
評
価
額
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き

・
・

式
な
ら
び
に
納
税
貯
町
区
、
大
光
寺
一
阪
、
京
以

一
.区
、

一
な
い
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

開
園

都
組
合
長
会
議

は

什

逃

坂

区

、
川一
.…谷
二
区
、
日
川

一一
限
、

一

こ
の
た
め
乙
と
し
の

1
月
1
日
以
後

圃
・

月
お
日
市
民
会
館
で
白
山
二
区
、
鳥
山
三
区
、
山
女

一反
一
一
に
新
築
、
増
築
、
改
築
ま
た
は
取
り
こ

圃
圃

伝
子
4
月
か
ら
小
学
校
に
入

ひ
ら
か
れ
、
納

税

成

山

女

二
区
、
平
沢
二
医
、
大
官
沼
区

一
わ
し
を
さ
れ
た
家
屋
の
所
有
者
は
ロ
月

田
園

学
さ
が
る
お
工
、
C

ん
の
健
康
診

献
の
よ
か
っ
た
釘
問
北
中
区
、
束
山
区

一
却
日
ま
で
市
役
所
税
務
課
へ
お
届
け
願

圃
圃

断
を
次
の
よ
う
に
行
な
い
γ
ま
す

体
、
納
税
別
労
者
日
マ
例
人
表
移

一
い
ま
す
。

聞
幽

か
ら
保
護
者
が
付
き
添
い
の
う

人
下
表
彰
さ
れ
ま
し
昭
和
白
年
以
前
か
ら
納
税
貯
諮
組
合

一

届
け
出
用
紙
は
税
務
課
に
あ
り
ま
す

.

.

 
ぇ
、
必
ら
ず
受
検
し
て
く
だ
さ

た

長

と

し

て

優

良

な

組

合

迎

蛍

に

つ

と

め

一
(
印
鍛
が
い
り
ま
す
)

開
祖
国

い。

そ
の
あ
と
到
山
区
ら
れ
た
次
の
万
が
表
移
さ
れ
ま
し
た
o

一
1
l
I
l
l
i
-
-
l
i
l
l
1」
圃

・

な
お
保
護
者
あ
て
に
は
通
知

納
税
貯
蓄
組
合
ぷ
笹
木
豊
一
(
下
新
二
区

)

喜

義

一一

固

定

資

産

税

第

三

期

一

可

し
て
あ
り
ま
す
が
、
通
知
の
な

凹
久
直
さ
ん
の
納
お
雄
(
誠
訪
五
区
)
向
洋
孝
古
(
八

一一
ー
ー
納
期
は
;
げ
月
白
日
で
す
一
川

い
場
合
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
教
育
委

体
験
談
を
き
き
、

ひ
脈
区
〉
石
崎
平
民
(
術
(
間
町
一
区

一

i
l
l
-
-川
町
孔
税
j
凶
期
分

官

民
会
へ
ど
連
絡
く
だ
さ
い
。

れ
ず
れ
日
制
約
は
れ
)
野
田
由
松
ハ
山
野
区
)
溝

μ
一一

引
相
川
一
一
一
一
切
裂
性
期
分

一山

マ

該
当
者
は
昭
和
例
年
4
月
2
日
か

η.雌
(
舛
万
区
〉
金
森
九
郎
布
エ

ト

l
E
lト
ト
I
I
l
l
i
-
-ー
し

馴

ら

お
年
4
月
1
日
ま
で
の
出
生
者

し
た
げ

I

〉

附

(小
菅
沼
区
)
川
四
長

一
(」¥
一

川

・

で
す
o

間

同

時

計

限

立

川

町

一普
段

化

ほ

は

か

る

問

問
諮

組

イ

間

一ニ
区

r限

m
d
M
M叩

一

年

末

の

納

税

に

…

マ
部

給

付

制

M
Mじ
聞
け
刊

〈
群

保

守
揃
認
の
う
え
辻
む
。

一
.

一
日
間
…
間

m
yいれ
れ

m
r
M
木
下
弘
(
木
下
新
民
)

一

つ

い

て

沿

願

い

…
一
一
ぃ
。

肝

-
歩
前
十道
の
区
別
の
あ
る
迫
一路
は
歩
道

一

説
明
会
を
ひ
ら
き
設
ほ
を
す
す
め

一

一

市
税
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
い
つ
も
山
松
山
町
小
学
桁

を
、
そ
の
ほ
か
は
右
端
を
そ
こ
と

一

ペ

一
家

屋

の

新

築

や

取

り

こ

一格
別
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
厚
く
お
柏
市

川

本

江
小
学
校

を
ま
も
る
。

一
・
秒
を
計
画
的
に
納
め
て
い
た
だ
く
た

一

一

し
上
げ
ま
す
o

川
村
木
小
学
交

付

制

訪

問

制

限

日

開

伊

沢

一

一m
f洲
一
一
品
側
一
一
制
的
川
取
回

わ

し

な

ど

は

届

け

出

を

一

住
み
よ
い
盟
か
な
街
を
築
く
た
め
に
…

1
古
小
学
制

し
て
早
く
渡
る
い
利
引
引
す
る
。

一

泊
〉
会
考
と
す
る
o

一

一

は
、
市
民
一
人
一
人
の
市
税
の
完
納
が
川
」
中
長
小
学
校

・
無
届
け
の
道
路
使
用
、
道
路
で
の
遊

一

H
V
U
?

れ
し
あ
わ
せ
ま
し
こ
口

一

家
屋
に
対
す
る
回
定
資
産
税
は
、
毎

一
な
く
て
は
で
き
ま
せ
ん
。

川
上
野
方
小
学
校

び
、

交
通
の
支
障
ぁ
宣
明
路
で
の
立

一
マ
札

一体…

r

f

一年
1
月
1
日
現
在
の
現
出
に
よ
っ
て
所

一

み
な
さ
ん
に
は
年
末
は
な
に
か
と
ご
…

一
日
間
中
台
市

一

流

払

能

包

め

抗

告

μ
一

昭
和
初
年
度
中
に
市
税
の
納
税
成
縦

一有
者
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
一砂
川
〆
川
崎
一
一
一マ
切
れ
れ
対

ωま
州

方

右
パ心

弓

fz
fミ

;

司

一

W
E
-
-合

が
表

一
ま

れ

は

、
課
税
の
泊
正
を
則
す
た
め

一
を
わ
る
と
き
で
も
あ
り
、
ロ
月

納

期

日

料

開

校

総
面

醗

購

闘

騒

勝

機

機
鰍
駒
山

て
が

章

一二
区
、
川
原
区
、
寺
町
区
、

一
乙
と
し
の
1
月
1
日
以
後
に
謀
本
増

一市
税
は
も
と
よ
り
、
滞
納
金
に
つ
い
て

川

純
一
山
小
学
校

轟

翻

歯

圃

欝

鱗

機

来

一

餌
指
区
、
下
新

一
区
、
宿

区

、
同

五

ま
た
は
取
り
こ
わ
し
を
し
た
家
屋
に

一も
年
内
に
完
納
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ぷ
白
?
学
校

選

霞

園

田

圃

醐

醐
機
÷
一

土

一

町
区
、
新
町
二
区
、
臼
屋
区
、
紺
屋

玄

い
て

9
月
か
ら
実
地
調
査
を
行
な
っ

一願
い
し
ま
す
。
ま
た
滞
納
金
の
あ
る
万
川
大
町
小
学
校

騒

騒
闘

関
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幽

閉

麟

鱗
機
麟

針

一

匹
、
八
幡
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、
八
代
区
、
住
吉
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、

↑
て
お
り
ま
す
。

一
に
は
、
税
務
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職
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が
訪
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、
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ふ
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一
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取
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築

一
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談
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な
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が
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す
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1

3

一
り
ま
す
が
、
市
内
で
ほ
場
幣
附
し
た
水

八
袋
、
六
郎
丸
地
区

V

東
部
土
地
改

批
ぬ
臨
醐
醐
繍
悩
鴎
麟
磯
蹴
醗
瀦
繍

死

亡

事

故

の

事

例

一
川
は
、
撚
怖
を
必
安
と
す
る
水

mの
二

良
区
が
主
体
と
な
っ
て
、
昭
年
川
町
年
ま

ぬ
繍
臨
闘
麟
瞬
醜
機
繍
蝋
錦

鶏

マ

:
7
月
5
日
出
、

士川
島
の
以
迫
力
一方
に
も
達
し
て
お
り
ま
せ
ん
o

で
に
四
十
七
ヘ

ク
タ
I
N
の
最
終
的

?
?

臨

瞬

間

製

議

機

欝

l
プ
で
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
の
た

一

こ
の
耐
知
的
に
は
多
額
の
賀
用
と
協
力
を
五
千
八
百
万
円
で
す
る
こ
と
に
な
っ
一
泌
総

錨
醜
機
組
閣
鱒
麟
機
織
瀦
問
問

め
向
転
市
の
り
に
追
突
、
即
死
さ
せ

一
が
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
が
、
各
農
家
て
い
ま
す

0
2
5十
五
ヘ

ク
タ
l

¥ρ
ぺ

闘

璽

臨

襲

撃

機

欝

た
。

一
で
は
農
業
構
造
改
器
事
業
が
施
行
さ
れ
山
げ
を
千
七
百
二
十
三
万
円
で
格
的
し
ま

ぶ
滋
、
ヘ
イ
圃
闘
騒
掴
圃
覇
鵬
轍
繍
綿
織
鰯
酬

マ

・
8
月
9
日
明
、
市
障
か
ら
パ

ッ
ク

一
る
の
を
機
会
に
ほ
場
経
川
に
対
す
る
関
す
が
、
と
く
に
市
内
で
は
じ
め
て
と
い

議

J
V
匂
園
開
湖
瀦
凶
闘
鱒
鵬
機

欝

簸

川

し
て
道
路
へ
で
る
際
、
後
の
確
認
を

一心
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

う
一一
千
ア
ー

ル
'
(
一一干

メ
l
ト
W
×
百

主

幽
掴
醸
総
麟
随
醐
翻
翻
鱒
灘
側
綴

怠
た
っ
た
た
め
遊
ん
で
い
た
幼
児
が

一

ま
ず
、
袋
、
六
郎
丸
地
区
は
民
業
時
メ
l
ト

と

の

大

き

な

水

間

が

つ

く

ら

量
一
2
3
33
3
5
3望
書
画

sis-州

死
亡
。

一造
改
古
市
業
の
指
定
券
}
受
け
ま
し
た
川
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
o

写
真
日
袋
一
地
区
の
ほ
場
終
術
事
業

川

マ
・:
9
月
別
け
腕
、
川
町
械
の
悶
逝
で
バ

一
で
、
ほ
場
拡
仰
と
経
営
近
代
化
施
設
の

八
島
川
地
区
V

昭
和
位
年
皮
ま
で
に
了
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
十
六

へ
山

イ
ク
を
運
転
中
、
わ
き
見
の
た
め
白

一事
業
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
り
什
月
か
五
十
八
へ

ク
ク
l
y
を
七
千
万
円
で
相

ク
タ
1
レ
を
下
凶
百
万
円
の
賀
川
で
綿
一山

松
山
の
り
に
追
突
即
死
さ
せ
た
。

一
ら
地
加
工
し
て
お
り
ま
す
o

ま
た
向
民
地
附
す
る
引
回
を
た
て
い
ま
す
が
、
本
年
備
に
と
恥
か

マ

-
m月
間
日
晩
、
大
光
守
の
国
道
で

一区
ま

134支
で
乙
と
し
か
ら
と
り
か
皮
は
三
へ
ク
ク
l
u'を
冗
百
万
川
で

と

か

っ

て

い

ま

す

D

標
準
一ぷ

ハ
イ
ク
同
士
が
正
而
衝
突
し
、
1

ノ
一

I
2
3
11

副
主
十
ア
l
N
と
な
っ
て
い
ま
す
。

川

日
し
一
ブ
-

一
か
り
ま
し
た
c

さ
ら
に

一
昨
年
か
ら

実

り

か
か
り
ま
し
た
。
標
準
区
闘
は
十
ア

i
t
-

リ
ン
に
引
火
し
こ
名
と
も

3
し
し
た

一施
し
て
1

る
乏
l
f
地
区
も
本
年
度
分

l

レ
と
£
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ほ
場
格
仙
の
完
了
と
大
型
川

マ
む

削

川

町

恥

弓

訪

問

削

一
に
や
加
工
い
ま
い
討
が
、
こ
れ
ら
の
三
地

八一

f
f区
V

五
十
三
ヘ
ク
タ
l

機
械
の
導
入
に
よ
っ
て
、
法

量
の
刑

川

せ
ず
進
行
し
た
た
め
、
急
行
電
市
に

一区
で
は
、
い
ま
プ
N
ド
1
ザ
ー
に
よ
る
W
を
四
千
二
百
万
円
で
都
附
す
る
た
め
加
と
内
凶
作
業
の
省
力
化
が
は
か
ら
れ
、
川

は
ね
ら
れ
親
子
二
名
が
即
死
し
た
D

一昨作一
地
作
業
や
幹
料
道
路
、
排
水
路
の
造
昭
和
お
年
か
ら
着
工
し
ま
し
た
が
、
昨
円
以
業
続
日
の
近
代
化
に
大
い
に
役
叱
つ

川

(
魚
津
嶋
崎
山
政
明
)

一
成
工
引
が
、
昨
汗
則
を
ひ
か
え
忽
ピ
ツ
年
ま
で
に
ゃ
く
二
十
ヘ
ク
タ
l

w
を
完
乙
と
で
し
ょ
う
。

川

l 魚津市相11明11汀

し 魚津印刷株式会L

人口のうごき

男女計

出生 29 37 66人

死亡 15 12 27人

姉捌 3%11 

納税成績のよかった

団体と個人を表彰

故
立
忠

し

よ

つ

就

学

児

の
健

康

診

断

検
診
日

ロ
月
1
日

1
日

2
日

2
日

3
日

7
日

7
日

只
u
口
u

au門口
Q
u
口

u

Q
d
コ」

9
日

叩
白

川
日

三

才

児

検

診

三
才
児
を
対
象
と
し
た
検
診
を
次

の
よ
う
に
行
な
い
ま
す
。
該
当
者
は

昭
和
お
年
8
月
1
日
か
ら
幻
年
7
月

別
日
ま
で
の
出
生
者
で
す
。

マ
下
中
町
、
上
中
島
、
松
倉
、
上
野

万
校
下
H
ロ
月
刊
日
(
火
)
午
後

1
附
i
3時
ま
で
魚
津
保
健
所

マ
片
貝
、

天
神
、
四
布
施
校
下
H
H
ロ

月
日
日
(
水
)
午
後
l
w
i
3附

ま
で
魚
津
保
健
所

新
年
祝
賀
交
歓
会

申
し
込
み
は
却
日
ま
で

市
民
の
み
な
さ
ん
と

一
位
に
集
ま

り
新
年
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
新
年

祝
賀
交
紙
会
を
次
の
よ
う
に
ひ
ら
き

ま
す
か
ら

、
参
加
を
希
望
さ
れ
る

万
は
、
ロ
月
別
日
ま
で
会
貨
を
添
え

て
、
市
紋
所
叩
他
市内
人
事
課
ま
た
は
迎

絡
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
日
附
昭
和
引
年
1
月
1
日

「「
h

川
n
u
h寸

/
-
A判

U
'lt
HHH

市
民
会
航
大
ホ

l

w

一
人
二
百
円

マ
場
所

7
f

、令、れ
γ
d、

戸、
メ，

-ub
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予

防

接

種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
が
近

ず
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
流
行
を
防

ぎ
、
健
康
を
ま
も
る
た
め
、
生
後
六

か
月
以
上
の
万
を
対
象
に
予
防
接
種

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ロ
月
の
注
射

日
は
次
の
と
お
り
。

校

下

一

回

二

川

場

所

内は
月

ロ
月

天
神

1
日

8
日

小
学
校

上
野
方
1
日

9
日

小

学

校

上
中
島
3
白

川
日

小

学

校

住
吉

3
白

川
日

小
学
校

加
積

6
日

目
日

小

学

校

道
下

6
日

目
日

小
学
校

経
問

7
日

同
日

小
学
校

本
江

8
日

目
日

小
学
校

大
町

.9
日

目
日

小
学
校

村
木

9
日

目
日

小
学
校

受
け
付
け
時
間
H
午
後
1
時

1
2
時

注
射
は
二
回
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
料
金
は
二
回
分
で
、

一

才
未
満
五
十
円
、
六
才
未
満
九
十
円

十
五
才
未
満
百
二
十
円
、
十
五
才
以

上
二
百
円
で
す
。

百
日
せ
き

ジ
フ
テ
リ

ヤ
混
合
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
部
を
行
な
っ
て
き

ま
し
た
が
、
都
合
で
ま
だ
三
凹
受
け

て
い
な
い
乳
幼
児
に
次
の
よ
う
に
接

種
を
行
な
い
ま
す
。

マ
ロ
月
8
日
午
後
1
附

i
2附

マ
場
所
H
市
民
会
館

盲

目

せ

き

予
防
接
種

ジ
フ
テ
リ
ヤ

股
関
節
脱
臼

一
才
未
満
の
乳
児

を
対
象
と
し
た
股

の

検

診

関
節
脱
臼
の
検
診

(
レ
ン
ト
ゲ
ン
掘
影
)
は
毎
月
第
一

、
第
四
金
曜
日
に
魚
津
保
健
所
で
行

な
っ
て
い
ま
す
。
ロ
月
の
検
診
日
は

3
日
と
別
日
で
、
時
間
は
午
後
1
時

か
ら
3
時
ま
で
で
す
。

家
畜
診
療
所
に

こ
の

8
月
か
ら

t

苦

股
業
セ
ン
タ
ー

-q

E

n

-

-
関

内
に
開
設
さ
れ

た
家
畜
診
療
所
に
電
話
が
な
く
、
た

い
へ
ん
と
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
電
話
が
入
り
ま

し
た
。
電
話
寄
号
は

2
局
2
8
2
0

稀
で
す
。

(農
業
セ
ン
タ
ー
は
①
1

0
9
9
4
)
 

葬
送
車
運
転
手
を
募
集

市
で
は
葬
送
車
運
転
手
(
一
名
〉

を
次
の
よ
う
に
募
集
し
て
お
り
ま
す

希
望
者
は
ロ
月
日
日
ま
で
版
極
官
を

添
え
秘
書
人
事
課
へ
お
巾
し
込
み
く

だ
さ
い
。

な
お
給
料
、
諸
手
当
に
つ
い
て
は

優
遇
し
ま
す
。

マ
資
絡
H
大
型
第
三
和
ま
た
は
大
型

第

一
額
免
許
取
得
者
で
三
年
を

経
過
し
た
も
の

マ
年
令
H
H
満
二
十
五
才
か
ら
四
十
五

才
ま
で
の
男
子
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N

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
損
μ

乙
と
し
の
稲
作
は
異
償
気
象
一
に
明
け

暮
れ
た
多
難
な
年
で
し
た
。
次
に
こ
の

一
年
の
稲
作
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
し

ょ
《
J
o

ま
ず
稲
作
に
も
っ
と
も
関
係
の
深
い

行
一

天
候
に
次
の
三
つ
の
特
記
す
べ
き
こ
と

発

一
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

日

一
①
苗
代
期
は
低
湿
で
、
過
去
の
ど
の
不

1
一

作
年
よ
り
も
気
温
が
低
く
、
山
間
部

一

の
宮
ど
け
が
お
く
れ
、
平

月

一

年
よ
り
一
一

t
一
一
一
度
低
い
不

ロ
一

思

議

で

経

過

し

、

鹿

こ

と

し

の

稲

作

を

年

一

長
年
間
の
凶
作
ま
で
比
較

0
一

さ
れ
る
ほ
ど
作
柄
が
心
配

同
一
さ
れ
た
こ
と
。

末
・
一
①
7
月
に
は
豪
雨
が
あ
り
、

昭
一
月
間
四
百
三
十
ミ
リ
と
平
年
の
二
倍

一

に
も
達
し
、
日
照
り
少
な
く
、
低
温
、

一

多
雨
、
多
湿
で
あ
っ
た
こ
と
。

お

一
①
9
月
に
入
つ

て
大
型
台
風
二
十
三
号

2
一

二
十
四
号
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
。

お

一

こ

の
よ
う
な
悪
条
件
下
の
稲
の
生
育

第
一
過
程
で
と
く
に
注
目
さ
れ
た
こ
と
は
、

(

一
発
芽
、
苗
立
ち
が
悪
く
、
第
一
よ
一
葉

の
出
梁
が
お
そ
く
、
個
体
発
育
が
お
く

国
民
年
金
は
、
保
険
料
を
毎
月
納
め

)
/
-
て
い
き
、
途
中
で
事
故
に
あ
っ
た
り
、

旧
制
一
あ
る
い
は
年
老
い
た
り
し
た
と
き
に
、

則
蹴
一

生
活
の
安
定
を
国
と
被
保
険
者
が
共
同

9
使
一
で
守
ろ
う
と
い
う
趣
旨
の
制
度
で
、
こ

荷
捌
一
う
い
う
仕
組
み
を
社
会
保
険
と
よ
ん
で

如
何
一
お
り
ま
す
o

細川
w
一
こ
の
社
会
保
険
の
仕
組
み
で
、
い
ち

一
ば
ん
大
切
な
の
は
、
事
故
が
あ
っ
た
と

一
き
給
付
を
受
け
る
た
め
に
、
な
ん
と
い

一
っ
て
も
保
険
料
を
か
け
て
お
か
な
く
て

一
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
保
険

一
料
を
か
け
て
い
な
く
て
は
、
年
金
を
受

一
け
と
る
資
絡
は
な
い
こ
と
を
よ
く
理
解

一
し
ま
し
ょ
う
。

一

保
険
料
を
か
け
て
い
な
く
て
も
、
現

一
在
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
々
が
い

'z一
ま
す
が
、
こ
れ
は
国
民
年
金
が
動
き
だ

申
明
一

す
た
め
の
経
過
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、

一
国
民
年
金
の
本
来
の
盗
の
も
の
で
は
あ

一
り
ま
せ
ん
。

一

社
会
保
険
で
あ
る
国
民
年
金
は
、
所

十九回一

得
が
な
く
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

ー
』
一

で
き
な
い
人
々
を
除
い
て
、
き
ち
ん
と

一
保
険
料
を
納
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

一
す
。
納
め
て
い
な
か
っ
た
ば
か
り
に
ご

圃

3
一
主
人
が
亡
く
な
っ
た
が
、
母
子
年
金
を

4n一
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

一
悲
し
い
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
こ
う
し

一
た
事
例
は
、
保
険
料
と
年
金
の
関
係
を

一
よ
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
生

事
宇
一

じ
た
の
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
o

J
4
.

こ
う
し
た
こ
と
と
う
ら
は
ら
に
、
保

険
料
は
、
必
ら
ず
見
返
り
の
あ
る
長
期

魚

の
貯
蓄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
は
あ
な
た
が
納
め
る
保
険
料
に
対
し

て
国
が
半
分
の
負
担
を
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
う
か
が
え
る
で
し
ょ

う
。

ま
た
現
在
、
国
民
年
金
法
案
が
検
討

さ
れ
、
年
金
額
に
つ
い
て
も
大
巾
に
増

額
さ
れ
る
よ
う
で
す
が
、
ま
ず
保
険
料

は
こ
の
よ
う
に
大
事
な
も
の
で
あ
り
、

有
利
な
長
期
貯
哲
で
あ
る
こ
と
を
理
解

し
て
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
心
が
け
ま

1υ
ょ
v

つ。
国

民

年

金

委
員
大
会
ひ
ら
く

第
三
田
富
山
県
東
部
地
区
、
第
二
回

魚
津
市
国
民
年
金
委
員
大
会
は
、
日
月

叩
日
市
民
会
館
で
委
員
や
く
二
百
人
が

集
ま
っ
て
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

乙
の
大
会
で
、
国
民
年
金
の
普
及
と

発
股
に
つ
く
さ
れ
た
十
一
人
が
表
移
さ

れ
ま
し
た
が
、
魚
津
市
で
は
騨
ト
キ
子

さ
ん
(
明
班
.
区
)
、
長
谷
川
作
次
郎
さ

ん
(
文
化
町
)
の
二
人
で
し
た
。

こ
の
あ
と
十
人
の
意
見
発
表
が
あ
り

戚
ん
な
討
論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、

最
後
に
「
一
万
円
年
金
の
実
現
」
「
保

険
料
と
同
額
の
悶
庫
負
担
」
「
年
金
委

員
の
法
制
化
」
な
ど
十
項
目
を
大
会
決

議
と
し
、

関
係
当
局
へ
陳
情
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は

「
国
民
年
金
制
度
の
諸

問
題
に
つ
い
て
」
厚
生
省
市
川
事
務
官

の
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

れ、

市
立
ち
が
い
ち
じ
る
し
く
低
下
し

た
こ
と
か
ら
、
フ
ェ
ー
ン
現
象
時
に
、

田
植
え
さ
れ
た
稲
の
刷
え
い
た
み
が
強

く
現
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
に
生
育
は
、
七

t
十
日
の
お
く

れ
で
紫
令
の
す
す
ん
だ
わ
り
に
車
の
長

さ
が
短
か
く
、
茎
数
が
少
な
く
、
軟
弱

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
7
月
に
入

っ
て
つ
ゆ
が
活
発
化
す
る
に
と
も
な

か

え

り

み

て

ぃ
、
葉
い
も
ち
病
が
発
生
し
ま
し
た
。

も
ん
が
れ
病
は
心
配
さ
れ
た
わ
り
に

少
な
か
っ
た
が
、
ウ
ン
カ
が
多
発
し
ま

し
た
。
し
か
し
8
月
後
半
の
好
天
で
早

生
の
准
熟
は
急
速
に
す
す
み
、
一
部
に

胴
割
れ
の
発
生
を
み
ま
し
た
が
、

平
年

よ
り
い
ち
じ
る
し
く
品
質
が
向
上
し
ま

し
た
。

も
っ
と
も
出
秘
阿
後
の
中
腕
生
は
、

消
防
本
部
で
は
ロ
月

引
日
か
ら
歳
未
火
災
予

防
山
首
減
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
期
間
中
に

は
、
消
火
栓
、
貯
水
削
、

河
川
な
ど
の
検
査
、
ポ

ス
タ
ー
、
ピ

ヲ
、
横
断

掠
に
よ
る
火
災
子
防
の

呼
び
か
け
な
ど
を
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に

は
、
師
走
の
い
そ
が
し

い
と
き
と
は
い
え
、
火

の
元
に
は
十
分
注
訟
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。
ま
た
、
降
雪

の
際
に
は
、
消
火
松
の
除
宮
、
あ
る
い

は
消
防
水
利
の
確
保
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

マ
ロ
月
引
日

l
m日
H
通
常
瞥
減

マ
ロ
月
mu
日

i
引
日
日
非
常
磐
戒

な
お
非
常
響
戒
の

3
日
間
は
消
防
聞

の
夜
間
警
璃
を
行
な
う
ほ
か、

午
前
七

時
と
午
後
九
時
の
二
回
、
サ
イ
レ
ン
を

火の元に注意しよう

一年末の火災予防瞥戒一

相
つ
ぐ
台
風
で
倒
伏
、
穂
発
芽
、
生
理

障
害
な
ど
に
よ
ザ
、
期
待
さ
れ
た
収
穫

を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
と
し
の
稲
の
特
徴
は
、

収
穫
時
の
生
葉
数
が

一
i
二
枚
多
く
、

稲
の
老
化
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
中
晩

生
は
別
と
し
て
も
夜
熱
前
後
が

一
般
的

に
よ
か
っ
た
こ
と
で
す
。

ま
た
、
こ
と
し
も
昨
年
も
同
じ
よ
う

き
丸
田

に
伐
耕
土
よ
り
肥
よ
く
地
に

室
、ム

増
収
が
み
ら
れ
た
こ
と
か

4
ヘ
-

ら
、
稲
に
無
即
を
か
け
な
い

正
罵
凶

よ
い
土
壌
蹴
境
を
あ
た
え
る

匡
一
藍

こ
と
が
、
品
質
を
向
上
し
、

J
g
安
定
地
収
を
則
す
第

一
条
件

/」
・、
-
で
あ
る
こ
と
が
痛
感
さ
れ
ま

す
。
地
力
明
進
の
も
っ
と
も
簡
単
で
効

果
的
な
万
法
は
、
稲
わ
ら
を
で
き
る
だ

け
水
聞
に
返
し
、
け
い
限
石
灰
を
ま
く

こ
と
で
す
。

ま
ず
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
実
行
し

て
来
年
も
よ
り
よ
い
米
を
確
実
に
別
収

す
る
工
夫
を
こ
ら
し
ま
し
ょ
う
。

(
民
業
改
良
普
及
所
)

鳴
ら
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

末

の

防

犯

年
末
年
始
は
例
年
犯
罪
な
ど
が
多
く

発
生
し
ま
す
。
お
互
い
に
次
の
よ
う
な

こ
と
に
注
怒
し
ま
し
ょ
う
。

マ
戸
，
締
ま
り

住
宅
、
事
務
所
、
商
山
な
ど
に
侵
入

し
た
百
人
の
ど
ろ
ほ
う
に
つ
い
て
そ

の
入
り
口
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
表

出
入
口
五
十
七
人
、
横
手
入
口
九
人

勝
手
口
六
人
、
縁
側
三
人
、
そ
の
ほ

か
便
所
窓
、
勝
手
窓
、
湯
殿
、
二
階

窓
な
ど
が
二
十
五
人
と
な
っ
て
い
ま

す。ま
た
、
ど
う
し
て
入
っ
た
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、

戸
締
ま
り
が
し

て
な
か
っ
た
四
十

一
人
、
か
ぎ
の
か

け
忘
れ
二
十
人
、
合
い
か
ぎ
で
十
三

人
、
か
ぎ
を
こ
わ
し
て
五
人
、
ガ
ラ

ス
を
破
っ
て
五
人
、
そ
の
ほ
か
十
六

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

除雪トラックを購入

mではこれからの積雪期にそなえて、除雪'

トラック1合を280万円で購入しました。この

LlrはVプロー付きのもので全長8メートノレ、

積雪50センチから 1メートノレ程度なら|時速35

キロで処盟できます。またVフ。ローを取りは

ずせば 5トン積みのダンプカ ーとしても利用

できるものです。

(写真=購入した除雪 トラ ック)

小
口
事
業
資
金

を

ど

う

ぞ

小
規
般
事
業
者
を
対
象
に
小
口
事
業

資
金
の
あ
っ
旋
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

資
金
の
借
り
入
れ
を
希
望
さ
れ
る
万
は

商
工
水
産
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

貸
付
金
の
限
度
額
は
、
運
転
資
金
に

あ
っ
て
は
、

一
事
業
者
あ
た
り
三
十
万

円
ま
で
、
設
備
資
金
に
あ
っ
て
は
、

一

事
業
者
あ
た
り
五
十
万
円
ま
で
で
、
利

率
は
日
歩
二
銭
二
回
以
内
、
保
証
料
は

日
歩
三
一回
と
な
っ

て
い
ま
す
。

/、、
マ二、
h
川
川
崎

水

族

館

が

閉

館

オ
超
自

で
は
、
冬

入
場
者
は
九
万
五
盲
人

を
間
近
か

に
ひ
か
え
日
月
川
日
で
閉
館
し
ま
し

た
。
魚
類
は

一
部
の
魚
を
除
い
て
海

へ
放
し
ま
し
た
が
、
人
気
も
の
に
な

っ
て
い
た
海
飽
凹
匹
は
金
沢
水
族
館

へ
預
け
ま
し
た
。

こ
と
し
の
水
族
館
の
入
場
者
数
は

九
万
五
百
六
十
四
人
で
、
昨
年
よ
り

も
六
千
三
百
九
十
三
人
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

〈
自
治
と
い
う
こ
こ
と
〉

地
点
自
治
体
が
、
悶
の
政
策
に
全
く
↑

4
日

か

ら

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
県
や
市
を
地
反
し
た
行
政
を
行
な
っ
た
り
、
他
の

一

人

権

週

間

万
自
治
体
と
い
い
、
そ
の
区
域
の
行
地
万
内
治
体
の
利
疏
を
無
視
し
た
り

一

人
権
週
間
は
ロ
月
引
日
か
ら
ロ
月
間

政
を
処
班
し
て
い
く
た
め
に

一
定
の
す
る
こ
と
は
、
け
っ
き
ょ
く
私
た
ち

一
ま
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

自
治
権
を
も
っ
て
い
ま
す
。
私

た

ち

の

来
初
に
な
ら
な
い
の
で
す
。
同
じ

一

「
人
権
」
と
は
「
人
が
平
一
一侃
な
生
活

が
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
い
の

よ
う
に
国
が
地
方
の
実
的
を
無
制
し

一
を
送
る
の
に
必
要
な
人
間
と
し
て
の
権

は
、
こ
れ
ら
地
方
自
治
体
ま
、
い
い
八
て
独
内
的
な
政
治
を
行
な
っ
て
も
う

一利
」
ま
た
は
「
人
聞
が
人
間
と
し
て
扱

ty--

ま
く
い
く
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

一
わ
れ
る
権
利
」
で
す
。

女
一附
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く

一

川
山
方
住
民
の
た
め
に
存
在
す
る
も
の

〈
私
た
ち
の
生
活
と
直
結
す
る
行
政
〉
一護
斡
抑
制
約
口
一
一
対

γ
以
内
側

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
い
か

え

れ

地

方

自
治
体
は
、
住
民
の
国
祉
を
増

一談
く
だ
さ
い
。

ば
、
地
方
自
治
体
の
最
終
責
任
者
は

進
さ
せ
る
た
め
に
仔
犯
す
る
も
の
で

一

魚
津
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
は
、
魚

中
央
政
府
で
は
な
く
、
住
民
自
体

で

あ

り

、
そ
の
行
政
は
私
た
ち
の
日
尚

一津
市
大
町
富
山
地
方
法
務
局
魚
津
支
局

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち
が
生
前
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

一
内
に
あ
り
ま
す
。

県

知

事

教

育

、

一

〈
人
権
法
律
相
談
所
の
開
設

〉

や
市
長

土
木
、

一

な
お
富
山
地
方
法
務
局
魚
津
文
部
で

を
選
挙

政

治

講

座

mmw
産
業
、

一
は
、
口
月
下
日
午
前
川
時
か
ら
午
後
3

し
、
ま

|

必

了

、

ポ

(

臥

デ

ザ

社
会
福

一時
ま
で
、
図
書
館
で
無
料
人
権
法
律
相

た
議
会

地

方

自

治

と

は

「

潟

、

祉
、
術

一談
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

の
議
員

{

(

生
、
消

一
の
で
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

を

選

挙

防

な

ど

一

|
|
|
l
i
l
i
-
-
-
-ー

す
る
の
は
、

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
私
た
ち
の
く
ら
し
に
前
結
し
て
い
る

一
箪

人

恩

給

扶

助

料

の

請

求

万
自
治
体
の
政
治
行
政
を
自
分
た
ち
も
の
ば
か
り
で
す
。

・

一

の
手
で
行
な
う
た
め
な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
身
近
か
な
問
題
を
処
理

一

軍
人
恩
給
に
つ
い
て
は
、
戦
地
加
算

〈
国
の
行
政
と
地
方
の
行
政
〉

す

る

の
が
地
方
自
治
体
の
仕
事

な
一
同

議

開

制

問

M
M川
口
似
M
M

県
や
市
に
自
治
権
が
あ
る
と
い
い
ま
の
て
す
。
そ
れ
は
地
万
自
治
体
で
自

一
れ
ま
し
た
。

し
た
が
、
そ
れ
は
決
し
て
国
に
対
す

主
的
に
処
即
す
る
の
が
適
当
で
あ
る

一

軍
人
恩
給
受
給
中
に
死
亡
し
た
り
、

る
絶
対
的
な
向
治
縦
が
あ
る
と
い
う
か
ら
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
私
た
ち
は

一
ま
た
請
求
前
に
本
人
が
死
亡
し
た
と
き

滋
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近

代

初

期

山

分

の
住
む
市
や
県
の
政
治
、
行
政

一
は
、
家
族
(
安
な
ど
)
に
扶
助
料
が
支

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
に
は
、
絶

対

に

つ

い

て

、
ふ
だ
ん
か
ら
、
も
っ
と

一給
さ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
万
は
、

府
な
自
治
権
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
関
心
を
も
ち
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
一軍
恩
連
盟
魚
津
支
部
(
代
表
魚
津
市
農

恥
の
悶
家
に
お
い
て
は
、
国
や
仙
の
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
首
長
や
議

一協
内
山
本
源
之
助
)
ま
た
は
各
地
区
役

地
万
自
治
体
に
対
し
て
相
対
的
な
訟

凸
を
選
ぶ
地
方
選
挙

の

要

性
が
ゆ

一閥
抗

向

山

口

M
九ノ
え
、
請
求
手

味
で
の
臼
治
艇
を
も
つ
も
の
で
す
。

ら
た
め
て
認
泌
さ
れ
る
で
し
ょ
う

一

1

1
1
1
1
4
1
1
1
1
-
--

:
i
l
l
-
-
1
1
1

1
1
1

l

s
i

l

l

i

-

-

-

-

ー

一

身

体

障

害

者

セ

ン

タ

ー

一

魚
津
市
迎
合
青
年
間

一

年

末

年

始

の

ご

み

集

め

一
沢

一

で
は
、
新
生
活
運
動
の

一

入

所

者

募

集

一
主
終

一

一

環

と
し
て
、
成
人
式

一

!
工
B
1
・7

一
苓
汗
.
一

:
t

T
:

一

巨

i
H
ブ
-一一口話
障
害
セ
ン
タ
ー
、
束

手
末
こ
は
家
庭
の
大
師
除
な
ど
に
よ
が
、
5
日
に

ま

品

目

地

区

長

め

一
節

付

の

ま

を

存

在

し
ょ

一京
視
力
障
害
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昭
和
引

り
、
多
く
の
ご
み
が
排
出
さ
れ
ま
す
が
、
る
こ
と
こ
し
て
い
ま
す
の
そ
資
仰
を

一
ま

か

う

と

、
封
尖
な
和
服
の

一年
度
国
立
身
体
障
害
者
セ
ン
タ
ー
の
入

，

y
H
-
u

，

i

一

l
び

諮
問
防
止
運
動
に
の
り

一所
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
ご
み
の
量
と
収
集
力
を
検
…

Z
J山
崎
町
へ
お
1
l

れ

比

さ

ゲ

一

一

装

呼

だ

し

ま

し

た

口

一

聴
力
、

言
語
、
視
力
障
答
者
で
入
所

う
え
、

年
末
は
ロ
月
初
日

ま

で

ご

み

卦

1

J

2

日

A

H

l

i

-

-

一
服

が

こ

の

運

動

は

、
魚
津
玄
希
望
さ
れ
る
方
は
、
で
き
る
だ
け
早

め
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
符
ご

o
m日
H
水
腿
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